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はじめに

　日本保育学会の大会テーマに非認知能力研究が掲げられるなど、幼児期における非認知能力研究

の重要性は日を追って強くなってきているように感じる。ただし、非認知能力自体は非常に多様性

に富んだ考え方であり、さまざまな課題を内包していることは、「人間力」１）や「キー・コンピテン

シー」２）「グリット」３）といった新たな能力の概念が議論になっていることや、その概念や測定の課

題が議論になっている点からも想像される。その名称ですら Non-cognitive“ability”なのか、“skill”

もしくは“traits”なのかも議論の対象になっている状況である。しかし、様々な議論がある中にお

いても、非認知能力の育ちが早期段階、特に幼児期の介入が効果的であることが言われてきている

現在、幼児期の育ちに合わせた概念として保育に導入していく視点は非常に重要であると感じてい

る。

　また、平成30年改訂の幼稚園教育要領によって示された「幼稚園教育において育みたい資質・能

力」及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、“目標の達成”や“他者との協働”、“情動の

制御”などといった非認知能力の基本的な視点を多く含んでおり、幼児教育と非認知能力との関係

性が強まってきていると感じられる。

　本稿では、多様性に富んだ非認知能力のとらえを「保育内容　人間関係」の視点で見直し、非認

知能力と幼稚園教育要領にどのような関連性が見られるのか、文献研究を通し整理しながら明らか

にしていくことを目的とする。

非認知能力のとらえ方について

　「非認知能力（Non-cognitive ability）」は、Heckmanが紹介したペリー就学前プロジェクトという
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長期的な介入研究による結果によって、大きな注目を集めるに至った。そもそも、研究の開始時点

では非認知能力という言葉は使われていなかった。非認知能力は Bowles ＆ Gintis（1976）４）によっ

て社会学の分野で紹介された概念であり、上記論文では非認知能力は認知能力に対応し、態度・動

機づけ・パーソナリティといったものを、社会的成功を予測する因子として紹介されている。この

概念をもとにした形で Farcas（2003）５）や Heckman（2006）６）はその研究で、非認知能力が社会的

行動（犯罪率や生活保護受給率など）や健康（身体的・精神的）にも大きな影響力を持つと主張す

るに至った。貧困層のアフリカ系米国人を対象に追跡を行い、犯罪率や生活保護受給率を比較した

ペリー就学前プロジェクトの基本的な考え方と、社会的な成功を予測する因子としての非認知能力

概念が、長い間の研究の中でつながった結果、現在のような広がりを見せていると言えるであろう。

　ペリー就学前プロジェクトの結果は、いくつかの課題を抱えながらも、大きな衝撃として世界に

受け止められた。OECDではこの結果を受け、より方向性を明確にした形でレポート７）を発行した。

その中で、あえて OECDでは認知的スキルに対する社会情動的スキル（Social and Emotional Skill）

という概念を想定し報告している。その背景には、非認知能力のとらえ方が多様性を含み、固定化

しにくい概念であることが伺える。現在においても議論は盛んであるが、本稿では非認知能力と「保

育内容 人間関係」のとの関連性を考えるうえで、「社会情動的スキル」の概念を基本としてとらえ

ることで、より関連性が明確になると想定し、非認知能力の占める一つの要素として論じていくこ

ととする。

　社会情動的スキルは、個人や集団に利益をもたらす「能力」として明確にされており、認知的ス

キルと互恵的な関係をもちながら、育ち合っていく。OECDレポートによると、社会情動的スキル

は生涯を通じて発達させることができるとされ、乳幼児期を過ぎてから取り組み始めても遅くはな

い。しかし、幼少期に強固な土台を築くことはとても重要であり、その影響は大きいとされている。

このことは前述のペリー就学前プロジェクトの結果からも見て取れるであろう。実際のペリー就学

前プロジェクトでは、社会情動的スキルにおける就学前からの介入が、子どもたちの経済状態や生

活の質を高めるためにひじょうに重要であることが示される結果となった。日本の相対的貧困率８）

は決して低い状況ではなく、子育て環境の悪さや子どもの社会不適応問題を抱えることが懸念され

る。日本においてもこのプロジェクトの結果を重視し取り込む必要があるであろう。

　社会情動的スキルは、「（ａ）一貫した思考・勘定・行動のパターンに発現し、（ｂ）フォーマルま

たはインフォーマルな学習体験によって発達させることができ、（ｃ）個人の一生を通じて社会・経

済的成果に重要な影響を与えるような個人の能力９）」 （図１）である。そして、「目標の達成（忍耐

力、自己抑制、目標への情熱）９）」、「他者との協働（社交性、経緯、思いやり）８）」、「情動の制御（自

尊心、楽観性、自信）９）」という三つのスキルを持つ。この３つのスキルをもとにした「人間関係」

との関連性は次の章で述べていくこととする。
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「保育内容 人間関係」と非認知能力との関連性

　幼稚園教育要領などに示されるように、乳幼児期における保育は、子どもの健全な心身の

発達を図りつつ生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものである。実際に、乳幼児期の

教育・保育が生涯発達の基盤を培う重要な役割を果たしていることは、これまでの日本の保

育でも示されてきたと考えられる。特に「心情・意欲・態度」を重視して、日本独自の非認

知能力を作ってきたとも言えるであろう。その独自性には、次のような課題があると無藤10）

によって示されている。一つ目は、「粘り強さ」や「挑戦する気持ち」などの育成が、「意

欲」や「興味・関心」に比べると重視されていないこと。二つ目は、認知能力と非認知能力が

互いに絡み合うように伸びるという認識が弱いこと。三つ目は、意欲や関心を持って能力を

もって粘り強く取り組むことで、自然に深く考えたり工夫したり創造したりして認知能力が高

まるというサイクルについて、スキルではなく「気質」や「性格」をベースに考えられてき

たということである。この指摘から、幼児教育ではスキルとして非認知能力をとらえ、保育 

者がその成長を支える姿勢が重要であることが言えるであろう。

図１　認知的スキル、社会情動的好スキルのフレームワーク 

出典： 池迫浩子・宮本晃司（2015）。家庭、学校、地域社会における社会情動的スキルの育成 

国際エビデンスのまとめと日本の教育実践・研究に対する示唆。ベネッセ総合教育研

究所訳。OECD Education Working Papers, No．121, OECD Publishing.
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　図２において、「保育内容　人間関係」のねらい及び内容と三つのスキルとの関連性について示す。

なお、社会情動的スキルで言う「目標の達成」にあたる部分を波線、「他者との協働」を点線、「情

動の抑制」を実線で示した。

　このように示してみると、社会情動的スキルと「保育内容 人間関係」は各ねらい・内容の段階に

おいても密接に関連していることが見て取ることができる。前述した無藤10）は、日本の保育におい

人間関係  

〔他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て人と関わる力を養う。〕

１  ねらい  

（１）幼稚園生活を楽しみ、自分の力で行動することの充実感を味わう。

（２）身近な人と親しみ、関りを深め、工夫したり、協力したりして一緒に活動

  する楽しさを味わい、愛情や信頼感をもつ。

  （身近な人と親しみ、関りを深め、愛情や信頼感をもつ。（平成 20 年改訂））

（３）社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける。

２  内容  

（１）先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わう。

（２）自分で考え、自分で行動する。

（３）自分でできることは自分でする。

（４）いろいろな遊びを楽しみながら物事をやり遂げようとする気持ちをもつ。

（５）友達と積極的にかかわりながら喜びや悲しみを共感し合う。

（６）自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付く。

（７）友達の良さに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう

（８）友達と楽しく活動する中で、共通の目的を見いだし、工夫したり、協力し

  たりなどする。

（９）よいことや悪いことがあることに気付き、考えながら行動する。

（ 10）友達とのかかわりを深め、思いやりをもつ。

（ 11）友達と楽しく活動する中できまりの大切さに気付き、守ろうとする。

（ 12）共同の遊具や用具を大切にし、皆で使う。

（ 13）高齢者をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いいろいろな人に

 親しみをもつ。

目標の達成       他者との協働        情動の抑制        ※下線筆者  

図２　平成30年改訂　幼稚園教育要領「人間関係」ねらい及び内容
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ては社会性や思いやりなど子ども同士の人間関係の比重が大きいと述べているが、人間関係の内容

を見ていくと友達とのかかわりが重視されている状況を確認することができる。

　「保育内容 人間関係」は、多様な人々と関わる経験を通して、“人と関わる力”を養うとともに、

“自立心を育てる”ことも含まれており、協働することと自立することが相互に絡み合って発達する

ことを前提としている。具体的には、自己発揮が認められる経験を通し、自己肯定感をもって行動

できるようにすることや、友達と力を合わせて一つの目的に向かって取り組む協働性、および自己

主張と折り合いをつけて体験をする中で規範意識の芽生えや自己調整力を育むことなど、長期的な

発達の視点に対し影響力のある非認知能力が関連していると言えるであろう。

　また、今までの改訂でも提案されてきているように、日本の保育では社会性や思いやりなど、い

わゆる“子ども同士の人間関係”に重きを置いて展開されてきている。そのことは、日本の保護者

が、友だちと遊べることを重視する傾向がある11）ことからも、あらためて社会的な傾向から確認で

きるところである。ただし、その傾向が強いことで、前述の無藤が述べているように“自立心を育

てる”側面が弱いことも指摘されている通りである。なお、20年と30年の改訂において変更になっ

ている部分は、ねらいの（２）であり、「工夫したり、協力したりして、一緒に活動する楽しさを味

わい」という記述が追加されている。

　日本の保育では、非認知能力の重要性が叫ばれる以前から、非認知能力と近いもの（例：思いや

りや親しみなど）を重視して保育を行ってきており、特に人間関係領域はその主な役割を担ってき

ていた。このことは、幼稚園教育要領の記述を見ても読み取ることができる。非認知能力を育む上

で、「保育内容 人間関係」は特に大きな役割を果たすと言えるであろう。非認知能力に対する日本

独自とも言える視点を充実させると共に、子どもたちが自ら考え自ら行動する体験などを増やすな

どの工夫を付加していくことで、さらなる充実を可能にすると考える。

非認知能力を育む保育者の専門性と「保育内容 人間関係」

　「保育内容 人間関係」の内容部分では（図２）、まず「先生」との関係性が示され、先生との信頼

関係が人間関係の基盤となることが示されている。そして、子ども同士の関係性が深まり、広がり

を持つことによって、様々な衝突や葛藤が生まれる。その際にも、保育者との信頼関係やその存在

が、子どもたちの行動の支えになることは多くの保育者が実感しているところであろう。保育者の

支援のもと、子どもたちが充実した生活を送る中で「目標の達成」「他者との協働」「情動の制御」

といった非認知能力も発達していく。したがって、非認知能力を育むためには、保育者自身が非認

知能力を専門性の観点からとらえ、実践する能力を持つ必要があるということが言えるであろう。

保育者は子どもたちにとって人的環境の一つであり、非認知能力を育む重要なモデルでもある。そ

の影響が大きいことは肝に銘じておくべきであろう。そして、人間関係の領域で言えば社会情動的

スキルのうち「目標の達成」と「情動の制御」といった部分での底上げが必要であることは、領域

のねらい・内容の部分からも示唆されている。
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　さらに、保育者の影響が大きいのであれば、各保育者による理解差の影響も大きくなることが考

えられ、保育現場での非認知能力に対する共通理解や、保育職全体での共通見解なども、これから

重要な議論を生むことが想定される。保育者はもちろん、保育者養成の立場においても、非認知能

力に対するさらなる議論やしっかりとした検証が必要であると言えるであろう。

おわりに

　今回は「保育内容　人間関係」とのかかわりで非認知能力を見てきたが、日本の保育は以前から

非認知能力的な発達を前提としており、日本型の非認知能力とも言えるとらえ方（心情・意欲・態

度など）をしていること、そして「保育内容　人間関係」はその中で大きな役割を果たすことが把

握できた。

　前述のように、非認知能力自体は世界中で議論が盛んに行われている。その概念をどのようにと

らえ、どのように分析していくかは、これからたくさんの研究がなされていくと思われる。

　小塩12）は心理学で実証された15種類の心理特性をとりあげ、それぞれと非認知能力の可能性を検

証することを通し、非認知能力が教育可能であること、多くの場面でより「よい結果」につながる

可能性を高めるものであることを述べている。また、同時に心理学的な検証をすることで、効果量

による数値化も可能になることも示唆している。

　また、秋田13）は「幼児教育をめぐる国際的動向について」で、幼児教育のその後の生涯にわたる

学業達成、職業生活、家庭生活等で多面的に影響を与えることが、海外では明らかにされてきてお

り、保育の質が発達に与える影響が正負いずれの影響を及ぼすこと、その一方で日本のエビデンス

ベースの幼児教育研究は十分ではないことを提案した。

　このような状況を見る限り、非認知能力に世界の注目が集まっていること、幼児期の教育の可能

性が世界で重要視されていることが見られる。このような社会的状況を活用し、日本の保育におけ

る独自性の根拠となるエビデンスベースの長期的な研究を行い、その中で「保育内容 人間関係」が

非認知能力や認知能力に対しても、どのような関連性を持つのかを実証していくことが、今後ます

ます重要になっていくであろう。
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